
　私が思っているいじめや差別というものは、人
がいやがることをしたり、人と人とを比べること
だと思う。人は、みんなちがうのはあたりまえだ。
まったく同じという人はいないのだから、みんな
ちがってみんないいと思う。
　でも、人間には、心がある。頭では分かっている
けれど、どうしようもできない感情というものが
ある。例えば、気が合う、合わない、好き、きらいと
いうものだ。
　このクラスにも私と気が合わなかったりする
人がいるけれど、そういうことからいじめがはじ
まってしまうのだろう。
　私は最近いじめてしまったことがある。とても
仲の良かった友達だが、ちょっとしたことがきっ
かけで、お互いにごかいしてしまい、さらに意地の
張り合いで、口をきかなかったり、上ばきを一度だ
けかくしてしまったりした。
　その時、私はいじめられている人のいたみや悲
しみは、全くわからなかった。そんな二人の様子を
うすうす感じていた先生に、ついに呼び出され、三
人で話し合うことになった。
　話し合いにより、お互いの気持ちや考えが分か
り、今は昔のようになりつつある。
　相手の態度や様子でおかしいと思ったことで友

達同士でうわさにしたりせず、そんな時は、自分の
気持ちを相手にはっきり伝え、相手の気持ちも知
り、いじめのようなことが減らせたらいいと思う。
　いじめている人の立場は、苦しい、さみしいと
いうことはないと思う。実際私もそうであった。
逆に、もし自分がいじめられている立場だったら、
とっても苦しく、さみしく、つらくて学校に行くの
がいやになってしまうと思う。
　そして、私はだれかがいじめられているのを
知っていても、私はきっと助けずに、知らないふり
をしてしまうと思う。
　しかし、それではいけない。人間は、きっとだれ
かと助け合っていっしょにいると安心できるもの
だと思う。
　私は、今回のことで話し合いというのは大切な
もので、思っていることを伝え合って、いい友達が
たくさんできたらいいと思った。
　今の友達ともいつまでも仲の良い友達でいられ
るように、たまには話し合いをしていけたらいい
と思う。友達とは、何でも話せて、思いやりがある
ものだと思う。
　友達は、いいものさっ。

人権文集〜こころ〜　より

　人は誰でも安全に、安心して自分の意思を大切にしながら生きる権利があります。
しかし、世の中には、他人の気持ちを無視して、一方的に嫌がる事をしたり、気持ちを
傷つけたり、力で言うことをきかせようとしたりする人がいます。こうした行動を
「暴力」と言い、特に女性に対する暴力の問題に関する取組の強化が必要になってい
ます。
　この運動は、女性の人権の尊重のための意識啓発や教育の充実を図るため国が主
唱し取り組む運動です。

　相談件数は継続して増加しており、
平成29年度は72,455件（前年比＋
2,547件）とDV防止法施行後最多と
なっています。
　DVで悩んでいる女性は勇気をだし
て相談を！
　町では「女性相談」を実施していま
す。詳しくは、17ページを参照してく
ださい。

配偶者からの暴力事案等の相談等件数の推移

※平成13年は配偶者暴力防止法施行日(10月13日)以降の件数　資料出所：警察庁調べ

女性に対する暴力をなくす運動　11月12日(月) ～ 25日(日)までの2週間

問合せ：企画財政課 人権推進担当　☎ 991−1815

問合せ：教育文化振興課　☎991−1873／企画財政課　☎991−1815

友だちはいいものさっ
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